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	問題
	答え（参考解答例）


◎妙一尼御前御消息（信心している人は、必ず幸せになる）
	・この御書はいつ、大聖人がおいくつの時、どこで書かれたか
	建治けんじ元年（１２７５年）５月　５４歳の時　身延みのぶ

	・「（　　　　）を信ずる人は（　）のごとし（　）は必ず（　）となる」
	法華経　冬　冬　春

	・上の御文は、この仏法を信じる人がどんな苦難をも乗り越え、必ず（　　）の境涯きょうがいを得られることを示した御文である。
	（例）成仏

	・「いまだ昔よりきかず・みず冬の秋とかへれる事を、いまだきかず法華経を信ずる人の凡夫ぼんぷとなる事を」……下線部がたとえていることを直後の御文から抜き出せ
	法華経を信ずる人の凡夫となる事

	・「若有聞法者無一不成仏」……意味を私たちの立場から簡潔に説明せよ
	(例)この信心をする人は全員、必ず永遠の幸福境涯を得られる


◎椎地四郎殿御書（友の幸せを願い、対話していくことがどれほど偉大か）
	・この御書はいつどこで書かれたとされているか
	弘長元年（１２６１年）４月

	・「（　）も俗も尼も（　）も（　　）をも（　）にかたらん人は（　　　　）と見えたり」
	僧　女　一句　人　如来の使

	・「此の経を（　　　　）なりとも（　　）して神たましいにそめん人は生死しょうじの大海を渡るべき船なるべし」……下線部を簡単に説明せよ
	一文一句　聴聞　（例）困難や苦悩の渦巻くこの人生を、成仏の境涯に向けて悠々と渡っていける


◎四条金吾殿御返事（法華経兵法事）（くよくよ悩まず、まず御本尊に向かおう）
	・本抄の御述作年（著された年）は？　また別名は？
	弘安２年（１２７９年）　法華経兵法事

	・「なにの兵法へいほうよりも（　　　）の兵法をもちひ給たもうべし」
	法華経

	・「所余怨敵しょよおんてき・皆悉摧滅かいしつさいめつ」……法華経何品の経文か。また、経文の意味を私たちの立場から簡潔に説明せよ
	法華経薬王品第二十三 （例）この信心を根本とすれば、一切の障魔を打ち破り、人生の勝利を開いていける

	・「兵法剣形の大事も（　　　　）より出でたり、ふかく（　　）をとり給へ、あへて（　　）にては叶うべからず候」
	此の妙法　信心
臆病


◎日蓮大聖人の御生涯

	・日蓮大聖人の生年月日は？
	貞応じょうおう元年２月１６日

	・御幼少時、修学のためにのぼられた寺と師事した人物は？
	清澄寺せいちょうじ　道善房どうぜんぼう

	・立宗宣言はいつ？　またその時に初めて名乗られた法号は？
	建長けんちょう５年４月２８日　日蓮

	・この時念仏を批判されたのを怒り、大聖人を襲おうとしたのはだれ？
	東条景信とうじょうかげのぶ

	・大聖人が鎌倉で弘教の第一歩を示された時期に入信した人を挙げよ
	富木常忍　四条金吾　池上宗仲など

	・文応元年７月１６日、大聖人は何をされたか
	立正安国論りっしょうあんこくろんを北条時頼ときよりに提出（最初の国主諫暁こくしゅかんぎょう）

	・立正安国論で大聖人が予言された「他国侵逼難たこくしんぴつなん」と「自界叛逆難じかいほんぎゃくなん」とは何？
	（例）「外国の侵略」と「内乱」

	・立正安国論の内容に怒った念仏者らが大聖人を襲った法難は？
	松葉ヶ谷の法難

	・弘長元年５月１２日の法難は？
	伊豆流罪

	・大聖人が頭に傷を負われ、左手を骨折されたのは、いつどこで？
	文永元年１１月１１日　安房国・小松原

	・その時に大聖人を襲ったのはだれ？　この法難は何と呼ばれるか
	東条景信　小松原の法難

	・文永５年、蒙古からの侵略の脅威が現実のものとなった時、大聖人が幕府要人や鎌倉の大きな寺の僧たちに出された書状を何という
	十一通御書

	・大聖人との雨ごいの勝負に負け、大聖人を恨み、弾圧を働き掛けた僧の名は
	（極楽寺）良観

	・文永８年９月１２日夕、松葉ヶ谷の草庵で大聖人を捕らえたのはだれの手勢？
	平頼綱（平左衛門尉頼綱）

	・この時に大聖人は、平頼綱に対し、大聖人を迫害すると自界叛逆・他国侵逼の二難が起こると叫ばれた。第何回の国主諫暁になるか
	第二回国主諫暁

	・平頼綱たちは、どこで大聖人を斬首しようとしたか　この難の名前は
	竜の口（の刑場）　竜の口の法難

	・竜の口の法難で大聖人が末法の御本仏という本地を顕されたことを何という
	発迹顕本

	・佐渡流罪された大聖人が文永９年１月、他宗の僧を論破したのは？
	塚原問答

	・塚原問答の翌月、鎌倉・京都で起こった鎌倉幕府の騒乱を何という
	二月騒動

	・それは大聖人が立正安国論で予言された何に当たるか
	自界叛逆難

	・佐渡で大聖人が著した人本尊・法本尊それぞれの開顕の書は？
	（人）開目抄　　（法）観心本尊抄

	・佐渡流罪を赦免になった大聖人が第三回国主諫暁で平頼綱に予言したことは？
	（例）今年中に蒙古襲来がある

	・大聖人の御予言通り、文永１１年１０月に蒙古軍が襲来したことを何という
	文永の役（えき）

	・身延入山された大聖人が後世の弟子に伝えるため特に明らかにされた重要な法門は
	三大秘法（本門の本尊、本門の戒壇、本門の題目）

	・大聖人の身延入山後、信心に励んだ農民信徒らが捕らえられ、処刑された法難は？
	熱原の法難

	・熱原の法難時に活躍した青年信徒の代表的人物はだれか
	南条時光（上野殿）

	◎日蓮大聖人の御生涯（続き）

	・熱原の法難を契機に大聖人は「出世の本懐」を遂げられたが、その内容は？　またいつのことか
	（一閻浮提総与の）大御本尊御建立  弘安２年１０月１２日

	・大聖人が身延を立たれる前と御入滅の日に定められた仏法の後継者はだれか
	日興上人

	・大聖人は、いつ、どこで、何歳で亡くなられたか
	弘安５年１０月１３日　（武蔵国）池上で　　聖寿６１歳

	・①～⑪と関係ある事柄や年月日などを〈Ａ群〉と〈Ｂ群〉からそれぞれ一つずつ選べ
	〈Ａ群〉念仏者　日蓮と初めて名乗られる
塚原三昧堂　発迹顕本　北条時頼　

神四郎　波木井実長　安房国片海　

出世の本懐　東条景信　池上
	①御聖誕
	安房国片海　貞応元年２月１６日

	
	
	②立宗宣言
	日蓮と初めて名乗られる　建長５年４月２８日

	
	
	③立正安国論提出
	北条時頼　　文応元年７月１６日

	
	
	④松葉ヶ谷の法難
	念仏者　　文応元年８月２７日

	
	〈Ｂ群〉弘安５年１０月１３日　弘安２年９月

文永９年２月　　文応元年７月１６日

貞応元年２月１６日　　建長５年４月２８日

文永元年１１月１１日　　文永１１年５月
文永８年９月１２日　弘安２年１０月１２日

文応元年８月２７日
	⑤小松原の法難
	東条景信　文永元年１１月１１日

	
	
	⑥竜の口の法難
	発迹顕本　　文永８年９月１２日

	
	
	⑦開目抄御執筆
	塚原三昧堂　　文永９年２月

	
	
	⑧身延入山
	波木井実長　　文永１１年５月

	
	
	⑨熱原の法難
	神四郎　　弘安２年９月

	
	
	⑩大御本尊御建立
	出世の本懐　弘安２年１０月１２日

	
	
	⑪御入滅
	池上　　弘安５年１０月１３日


◎（十界論と一生成仏）十界

	・それぞれ何界に当たる？
	・苦しみにしばられた最低の境涯。生きていること自体が苦しい。瞋いかる
	地獄界

	
	・欲望が満たされずに苦しむ。貪むさぼる
	餓鬼界

	
	・目先の利害にとらわれ理性が働かず、本能のままに行動。癡おろか
	畜生界

	
	・常に他者にまさろうとする
	修羅界

	
	・穏やかで平静な生命状態
	人界

	
	・欲望などが満たされた状態
	天界

	
	・仏の教えを聞いて部分的な悟りを得た
	声聞界

	
	・さまざまな事象を縁にして自分の力で部分的な悟りを得た
	縁覚界

	
	・仏の境涯を求めるとともに、自身の得た悟りを他者に分け与えようとする境涯
	菩薩界

	
	・仏が体現した尊極の境涯。生きていること自体が幸福。
	仏界

	・地獄界～天界　声聞界～仏界は、それぞれ何という
	六道　　四聖

	・地獄・餓鬼・畜生界では何？　　それに修羅界が加わると？
	三悪道　　四悪趣

	・声聞界と縁覚界を合わせて何と呼ぶ？
	二乗

	・「瞋」 「貪」 「癡」 「諂曲てんごく」 「平たいらか」 「喜ぶ」……それぞれ何界？　
	地獄　餓鬼　畜生　修羅　人　天

	・「（　　）の心は（　　）をおどし（　　）をおそる」
	畜生　弱き　強き

	・「（　　）を（　　）と云い（　　　　）を畜といふ」
	賢き　人　はかなき

	・「世間の無常は眼前がんぜんにあり豈あに（　　）に（　　）界無からんや」
	人界　二乗

	・「無顧むこの（　　）も猶なお（　　）を慈愛じあいす（　　　）の一分なり」
	悪人　妻子　菩薩界

	・「末代の（　　）出生して（　　　）を信ずるは（　　）に（　　）を具足する故なり」
	凡夫　法華経　人界　仏界

	・「（　　　）を信ずる心強きを名づけて（　　）となす」
	法華経　仏界

	・十界の生命それぞれの中に互いに十界が備わっていることを何という？
	十界互具


◎（十界論と一生成仏）一生成仏
	・正しく信心に励んでいけば、一生のうちに必ず成仏できることを何という
	一生成仏

	・「成は（　　）義なり」……成仏とは、自身の内の仏の生命を（　　　）こと
	開く　開く

	・どこにいても、何があっても、環境に左右されず、生きていること自体が楽しいのは？
	絶対的幸福（成仏の境涯）

	・物質的に充足したり、欲望が満たされた状態で、長続きしないのは？
	相対的幸福


◎（三証と五重の相対）三証
	・「三証」とは何か
	文証　理証　現証

	・その宗教の教義が経文・仏典上の裏づけを持っているかどうか
	文証

	・その宗教の教義や主張が道理にかなっているかどうか
	理証

	・「仏法と申すは（　　　）なり」……三証のうち何に関する御書か
	道理　　理証

	・その宗教の教義を実践した結果が、生命や生活、社会にどのように現れたか
	現証

	・「日蓮仏法をこころみるにａ（　　　）とｂ（　　　）とにはすぎず、またａ（　　　）ｂ（　　　）よりもｃ（　　　）にはすぎず」
	ａ……道理（理証）　ｂ……証文（文証）　ｃ……現証


◎（三証と五重の相対）五重の相対
	・五重の相対をすべてこたえよ
	内外　大小　権実　本迹　種脱

	・内外ないげ相対とは
	(例)因果を的確に説く内道（仏教）が、そうでない外道よりすぐれている

	・大小だいしょう相対とは
	(例)[仏教(内道)の中でも]大乗教が小乗教よりすぐれている

	・大乗教とはどんな教え
	(例)自他ともの幸福を目指す菩薩のための教え。煩悩を正しくコントロールすることをめざす

	・小乗教とはどんな教え
	(例)自分が悟ることだけをめざす二乗のための教え。煩悩を否定し、なくすことをめざす

	・権実ごんじつ相対とは
	(例)[大乗教の中でも]実大乗教（実教）が権大乗教（権教）よりもすぐれている

	・実教とは
	(例)法華経。一切衆生の成仏を説き、その根拠である一念三千を説く真実の大乗教

	・権教とは
	(例)法華経以外の大乗教。二乗や悪人、女人などは成仏できないとし、架空の仏を説く。真実を明かすための準備、方便としての大乗教

	・本迹ほんじゃく相対とは
	(例)[法華経の中でも]本門(後半十四品)が迹門(前半十四品)よりすぐれている

	・本門と迹門はどう違うのか
	(例)釈尊という仏の真実の姿を明らかにしているのが本門、そうでないのが迹門

	・釈尊の真実の姿とは何か
	(例)久遠実成の仏。釈尊が久遠の昔に成仏していたことで、仏の生命の常住が明かされた。

	・法華経迹門まで、釈迦はどのような仏として扱われていたか
	(例)始成正覚の仏。インドに生まれ、修行の末３０歳で仏としての悟りを得た

	・種脱しゅだつ相対とは
	(例)[法華経本門の中でも]大聖人の文底独一本門が釈迦の（文上脱益）本門よりすぐれている

	・文底独一本門とは何か
	(例)法華経寿量品の文底に秘沈されている真実の成仏の因果を説く日蓮大聖人の下種益仏法のこと

	・下種益、熟益、脱益について説明せよ
	(例)下種益…成仏の根源の法を教える。熟益…仏の教化で衆生の生命が成熟(調熟)。脱益…最終的に成仏(得脱)する。

	・なぜ下種益の法門がすぐれているのか
	(例)成仏の種子を衆生の生命に植えて育てることができるため、すべての衆生の一生成仏が可能になるから

	・「彼は（　）此れは（　）なり彼は（　　）此れは但（　　　　）なり」
	脱　種　一品二半　題目の五字

	・下線部「彼」「此れ」とはそれぞれ何をさすか
	彼…法華経文上本門　此れ…文底独一本門


◎信行学の実践

	・「一閻浮提いちえんぶだい第一の（　　　）を（　　）じさせ給へ、あひかまへて・あひかまへて・（　　　）強く候て三仏の守護をかうむらせ給うべし、（　　　）のニ道をはげみ候べし、（　　　）たへなば仏法はあるべからず、（　　）もいたし（　　）をも（　　　）候へ、（　　　）は（　　　）よりをこるべく候、力あらば一文一句なりとも（　　　）給うべし」
	御本尊　信　信心

行学　行学

我　人　教化　行学

信心　かたらせ

	・「信・行・学」の「信」とは何か
	（例）御本尊を信じ（受け入れ）ること

	・法華経の法理は、信受することによってのみ、体得できることを何というか
	以信得入（いしんとくにゅう）

	・「行」とは何か
	（例）具体的な実践・修行

	・「行」は二つに分かれる。何と何か
	自行と化他

	・「自行」とは何？
	（例）勤行（読経・唱題）

	・「深く（　　　）を発して（　　　　）に又懈おこたらず（　　　）べし何様いかようにしてか（　　　）べき只（　　　　　　）と唱へたてまつるを是を（　　　）とは云うなり」
	信心 日夜朝暮 磨く 磨く　南無妙法蓮華経 磨く

	・「化他」とは何？
	（例）弘教（折伏）。広くは学会活動

	・「学」とは大聖人の仏法を学ぶことだが、その際根本になる書物は何か
	御書


◎立正安国と広宣流布
	・正法を人々が信仰することで、国（社会）の平和・繁栄が実現されることを何という
	立正安国

	・「立正安国」を読み下しなさい
	正を立て国を安んずる

	・「汝なんじ須すべからく（　　　　　）を思わば先ず（　　　　　）を禱いのらん者か」
	一身の安堵あんど　四表の静謐せいひつ

	・「我が滅度の後、後の五百歳の中、閻浮提えんぶだいに（　　　）して……」
	広宣流布

	・「後の五百歳」とはいつのことか
	（例）末法

	・広宣流布を担う使命を持つ菩薩を何というか
	地涌じゆの菩薩

	・「大願とは（　　　　）なり」「（　　　）が慈悲曠大こうだいならば（　　　　）は（　　　　）の外、（　　　）までもながるべし」
	法華弘通　日蓮　南無妙法蓮華経

万年　未来

	・「日蓮と同意ならば（　　　）たらんか」
	地涌の菩薩

	・現代の、広宣流布を担う地涌の菩薩の団体は
	創価学会


◎（難を乗り越える信心）三障四魔

	・「（　　　）既に勤めぬれば（　　　）紛然ふんぜんとして競い起る乃至（　　　）可べからず（　　　）可らず」
	行解ぎょうげ　三障四魔　従う

畏おそる

	・三障を挙げよ
	煩悩障　業障　報障

	・貪瞋癡とんじんちなど自身の煩悩が修行の妨げになるのは何？
	煩悩障

	・妻子など身近な存在が修行を妨げるのは何？
	業障

	・権力者や父母など、自分が従うべき存在によって修行が妨げられるのは？
	報障

	・報障と同様なのは四魔のうち何？
	天子魔

	・四魔を挙げよ
	陰魔　煩悩魔　死魔　天子魔

	・陰おん魔とは何か
	（例）五陰（肉体や精神）の不調和による魔。病気など

	・四魔のうち、自分の欲望が信心修行の妨げになるのは何か
	煩悩魔

	・修行者の命が絶たれたり、他の修行者の死に影響されたりして仏道修行が妨げられるのは何か
	死魔

	・「天子魔」は何の略か。またその魔を起こすのは何？
	他化自在天子魔　第六天の魔王

	・「（　　　）の仏になる又かくのごとし、必ず（　　　）と申す障さわりいできたれば（　　　）はよろこび（　　　）は退くこれなり」
	凡夫　三障四魔　

賢者　愚者


◎（難を乗り越える信心）三類の強敵

	・三類の強敵が説かれた法華経の品は？
	勧持かんじ品（の二十行の偈）

	・「三類の強敵」を名づけた人は
	妙楽大師

	・三類の強敵を挙げよ
	俗衆増上慢　道門増上慢　僭聖増上慢

	・俗衆ぞくしゅ増上慢ぞうじょうまんとはどんなものか
	（例）仏法に無知な一般民衆

	・道門どうもん増上慢とはどんなものか
	（例）思い上がった坊主

	・僭聖せんしょう増上慢とはどんな僧侶か
	（例）人々から尊敬されている僧侶

	・一番恐ろしいのはどれ？
	僭聖増上慢

	・なぜ一番恐ろしいのか
	（例）見破りにくいから

	・僭聖増上慢の真実の姿は
	（例）利益を貪り悪い心を持っている

	・迫害の手口は
	（例）権力者を動かして弾圧する


◎宿命転換

	・過去世の宿業による現在の苦悩（宿命）をこの信心によって変えていくことを何という
	宿命転換

	・大聖人の仏法では、あらゆる悪業を生む最も根本的な罪業を何だとされているか
	謗法（誹謗正法）

	・大聖人が、「自身の生命に霜や露のように降り積もった罪障を消す太陽」のようなものとされているのは何か
	（例）南無妙法蓮華経の題目

	・「転重軽受」を読み下せ
	重きを転じて軽く受く

	・「転重軽受」とはどういう意味か
	（例）過去世の重い罪業のために本来受けなければならなかった重い苦しみの報いを、信心に励むことによって軽く受けることができる

	・「願兼於業」とはどういう意味
	（例）願いが宿業を兼ねる。私たち仏道修行に励む者がさまざまな迫害や困難に出会うのは、まるで宿業によって悪世に生まれてきたように、人々を救う菩薩の誓願として自ら願って苦しみの多い悪世に生まれてきたからだということ。

	・「願兼於業」の生き方を、池田先生は「（　　　）を（　　　）に変える」と示されている
	宿命　使命


◎信心と生活

	・大聖人の仏法は現実の人生の中で「崩れざる（　　　）」を築いていくための信仰
	幸福境涯

	・「御おんみやづかいを（　　　）とをぼしめせ」……この御文に示されるように、生活がその人の信心の表れであるととらえ、信頼される社会人として生活に勝利していくべきであるとする仏法実践の指導理念を何という
	法華経
信心即生活

	・「教主釈尊きょうしゅしゃくそんの（　　　）は（　　　　）にて候けるぞ」
	出世の本懐ほんかい　人の振舞

	・最高の「人の振る舞い」とは何か
	（例）「人を敬うやまう」行動

	・「人を敬う」ことの具体的な実践の例を挙げよ
	（例）［目の前の］「一人」を大切にしていく実践

	・「人を敬う」実践をした例として法華経が挙げている菩薩は
	不軽菩薩


◎創価学会の歴史
	・創価学会は（　　　　）の御遺命である（　　　）を実現している仏意仏勅の団体
	日蓮大聖人　広宣流布

	・現代における広宣流布の自覚と実践を確立してきた指導者はだれか
	牧口、戸田、池田の「三代会長」


◎（創価学会の歴史）牧口常三郎・初代会長

	・牧口先生は（　　　）年６月６日、現在の新潟県柏崎市の生まれ
	１８７１（明治４）

	・創価教育学体系を発刊された年月日は
	１９３０（昭和５）年１１月１８日

	・その日は、創価学会にとってどんな日か。また「創価」とはどんな意味か
	創立記念日　　価値創造

	・１９４３年６月、軍部を恐れた宗門は学会に何を申し渡したか。大聖人の謗法厳誡の教えを貫いた牧口先生はどう対応されたか
	（例）神札を受け取ること　　受け取りを拒否した

	・逮捕された創価教育学会の幹部２１人のうち、最後まで信心を貫き通したのは誰？
	牧口先生と戸田先生

	・牧口先生が獄中で逝去された年月日は
	１９４４（昭和１９）年１１月１８日


◎（創価学会の歴史）戸田城聖・第２代会長

	・戸田先生は（　　　）年２月１１日、現在の石川県加賀市の生まれ。
	１９００（明治３３）

	・戸田先生が１９３０年、牧口先生とともに創立した創価学会の前身は
	創価教育学会

	・牧口先生とともに逮捕された獄中で、戸田先生が悟達・確信を得、戦後の創価学会発展の原点となったのはどんなことか？
	（例）「仏とは生命である」「われ地涌の菩薩なり」（獄中の悟達）

	・戸田先生の出獄はいつ
	１９４５（昭和２０）年７月３日

	・戸田先生が会長に就任されたのはいつか
	１９５１（昭和２６）年５月３日

	・その時に戸田先生が宣言された折伏の誓願目標は
	７５万世帯

	・１９５１年４月２０日に創刊した聖教新聞に戸田先生が連載された小説は
	人間革命

	・「人間革命」とはどういうことか
	（例）日蓮大聖人の仏法の実践で、各自が自身の生命境涯を変革していくこと

	・１９５２（昭和２７）年４月の立宗７００年の節目に発刊されたのは
	日蓮大聖人御書全集

	・１９５７（昭和３２）年９月に発表された、創価学会の平和運動の基調となるものは
	原水爆禁止宣言

	・戸田先生が青年部員６０００人に広布の一切を託す儀式を行ったのはいつ
	１９５８（昭和３３）年３月１６日

	・戸田先生のご逝去はいつか
	１９５８年４月２日


◎（創価学会の歴史）池田大作・第３代会長

	・池田先生は（　　　）年１月２日、現在の東京都大田区の生まれ。
	１９２８（昭和３）

	・池田先生が戸田先生に出会われたのはいつ？　またいつ信仰の道に入られたか
	１９４７（昭和２２）年８月１４日　１０日後の８月２４日

	・池田先生が青年部時代、リーダーとして指揮をとられた組織を２つ挙げよ
	（例）蒲田　大阪　など

	・１９５７年６月に起きた、労働組合による学会員迫害事件は
	夕張炭労事件

	・池田先生が、大阪府警に選挙違反の罪で不当逮捕され、入獄した大阪事件はいつ起きた
	１９５７年７月３日

	・その日はくしくも、どんな日だったか？
	１２年前、戸田先生が出獄された日

	・池田先生の第３代会長就任はいつ？
	１９６０（昭和３５）年５月３日

	・第３代会長就任の年の１０月２日、池田先生は何をされたか
	（例）世界広布の第一歩を踏み出した

	・戸田先生の真実を書き残すため、１９６５年に池田先生が執筆を開始した小説は？
	人間革命

	・１９７５年１月２６日、グアム島に世界５１ヶ国の代表が集い、結成されたのは
	ＳＧＩ（創価学会インターナショナル）

	・世界から顕彰されているのは、池田先生、創価学会のどんな活動に対してか
	（例）仏法を基調にした平和・文化・教育の運動

	・創価学会は現在、世界何ヶ国・地域に広がっているか
	１９２ヶ国・地域


◎（日顕宗を破す）悪と戦う

	・「如かず彼の万祈を修せんよりは此の（　　）を禁ぜんには」
	一凶

	・「いかなる大善をつくり法華経を千万部読み書写し一念三千の観道を得たる人なりとも（　　　　　　）をだにもせめざれば得道ありがたし」
	法華経の敵

	・現代の「一凶」「法華経の敵」は？
	（例）広布破壊を図った日顕と日顕宗


◎（日顕宗を破す）宗門事件の経過

	・創価学会が戦後、宗門に建立寄進した寺院はどれくらいあるか
	３５０以上

	・１９９０年、日顕らが学会から信徒を奪い、学会の組織破壊を画策した作戦は？
	Ｃ作戦（創価学会分離作戦）

	・それを実行に移した宗門は１９９０年１２月、何をしたか
	（例）池田先生らの総講頭・大講頭罷免

	・１９９１年１１月、宗門は創価学会に対して何をしたか
	解散勧告と破門

	・１９９３年に創価学会が御形木御本尊授与を決めた御本尊はだれの書写？
	日寛上人

	・１９９８年に日顕が破壊した、８００万人の信心の結晶で建立された建物は？
	正本堂


◎（日顕宗を破す）日顕宗の大罪と邪義

	・日顕宗が創価学会破壊を企てたことは、日蓮大聖人の御遺命にそむく何に当たるか
	広布破壊（の大謗法）

	・「（　　）とは（　　　　）なり」
	大願　法華弘通

	・日興上人は「時の（　　）為たりと雖いえども（　　）に相違して己義こぎを構えば之を用う可べからざる事」と、（　　　）を否定している
	貫首かんず　仏法
（例）法主絶対論（法主信仰）

	・「日本国の（　　　　）に（　　　）を信ぜしめて仏になる（　　）を継がしめん」
	一切衆生　法華経　血脈

	・「（　　　）の血脈なくんば（　　　）を持つとも無益なり」
	信心　法華経

	・日顕宗では僧侶と信徒、どちらが上だとしているか。またそれを何というか
	僧侶　　（例）僧俗差別

	・御書に「（　　　）僧尼そうには嫌うべからず」とあるように、僧侶と信徒の間には差別がなく、（　　　　）が日蓮大聖人の仏法本来の在り方。
	男女なんにょ　　
（例）僧俗平等

	・日顕宗は僧侶による葬儀が成仏に不可欠と言っているが、故人の成仏に本当に重要なのは何？
	（例）故人の生前の信心

	・「存生ぞんしょうに（　　　　　　　）と唱へしかば（　　　　）の人なり」
	南無妙法蓮華経　即身成仏

	・「但ただ正直にして（　　　）たらん僧こそ真実の僧なるべけれ」
	少欲知足

	・日顕のように仏法を利用する悪僧を大聖人は「法師の皮を著きたる（　　）」、「（　　　）がき（餓鬼）」と厳しく破折されている
	畜生　
食法（じきほう）

	・邪教と化した日顕宗は衰退し、現在では信徒数が最盛期の（　　）にまで激減している。
	２％


· このドリルは試験範囲をある程度カバーしていると思われますが、予想問題集ではありません。あくまでも大白蓮華１０月号を根本のテキストにし、本ドリルは学んだ事の確認用としてご使用下さい。
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